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七
尾
市
農
業
委
員
会
で
は
市
内
の
全
農
地
の
67
％
を
「
担

い
手
」に
よ
っ
て
、適
切
か
つ
継
続
的
に
利
用
す
る
た
め
、「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
農
地
の
耕
作
放
棄
地
等
が
増
え
つ
つ
あ
る
昨
今
、
当
農

業
委
員
会
は
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
農
地
の
利
用
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
「
守
る
べ
き
農
地
」
を
明
確
化
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
所
有
者
や
担
い
手
の
集
積
、
集
約
化
に
取

り
組
む
な
ど
の
意
向
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
農
地
を
維
持

で
き
る
か
な
ど
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
に
お
い
て
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実

質
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
農
地
バ
ン
ク
、Ｊ
Ａ
、
土

地
改
良
区
等
の
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
の
目
標
地

図
の
素
案
を
つ
く
り
、
農
地
の
維
持
、
継
続
を
考
え
な
が
ら

将
来
の
目
標
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
現
地
調
査
時
に
素
早
く

現
場
に
お
い
て
情
報
処
理
を
す
る
た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
ま
す
。農
地
情
報
を
確
認
し
な
が
ら
、

所
有
者
が
将
来
的
に
農
地
と
し
て
適
正
に
利
用
さ
れ
る
か
否

か
の
意
向
調
査
を
行
い
地
域
の
現
状
把
握
や
出
し
手
と
受
け

手
の
意
向
の
把
握
に
努
め
、
皆
様
に
農
地
情
報
が
公
開
で
き

る
よ
う
勧
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
令
和
５
年
７
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
農
業
を

共
に
適
切
に
次
世
代
の
担
い
手
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

も
女
性
委
員
の
登
用
も
推
進
し
な
が
ら
、
女
性
、
男
性
問
わ

ず
農
地
に
係
わ
る
様
々
な
方
々
に
積
極
的
に
応
募
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

中島町藤瀬　写真：中野久明
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農事組合法人　はんにゃの
竹 澤　 誠

て
い
る
26
　
の
内
17
　
は
法
人
が
耕

作
し
、
残
り
の
９
　
を
家
族
や
親
戚
の

方
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
竹

澤
さ
ん
が
耕
作
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
人
に
所
属
さ
れ
て
い
る
35
名
の

ほ
と
ん
ど
の
方
が
70
代
以
上
と
い
う

中
で
、
こ
の
春
に
、
37
歳
の
方
が
農
業

に
従
事
す
る
た
め
、
法
人
に
加
入
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
は
、
次
世
代
に
適
切
に
農
地
を

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
稲
作
の
み

に
考
え
を
と
ら
わ
れ
ず
、
大
豆
、
小
麦
、

カ
ボ
チ
ャ
と
い
っ
た
転
作
も
視
野
に

い
れ
農
業
に
臨
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
畑
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
こ
れ
か

ら
習
得
す
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
地
域
の
方
、家
族
、親
戚
、そ
し
て
新

た
な
若
い
力
で
今
後
も
農
地
を
守
り

続
け
て
い
く
と
い
う
竹
澤
さ
ん
の
強

い
意
志
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

≪part 42≫ 　
今
回
は
「
農
事
組
合
法
人
は
ん
に
ゃ

の
」
の
竹
澤
誠
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
農
業
を
専
業
さ
れ
る
前
は
、
中
能
登

町
で
会
社
勤
め
を
さ
れ
な
が
ら
、
繁
忙

期
に
は
ご
両
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
か

た
ち
で
耕
作
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
３
年
前
に
父
親
か
ら
農

業
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
か
た
ち
で
本

格
的
に
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
生
ま

れ
故
郷
の
農
地
が
、
耕
作
放
棄
地
と
し

て
荒
れ
て
い
く
の
が
我
慢
で
き
な
い

と
い
う
お
気
持
ち
を
い
つ
も
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
農
業
を
専
業
す
る
に
あ
た

り
、「
農
事
組
合
法
人
は
ん

に
ゃ
の
」か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、万
行
町
の
農
家
の
方
か
ら

も
サ
ポ
ー
ト
等
を
受
け
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
不
安
に
感

じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　
現
在
は
法
人
で
受
け
持
っ

た
け
ざ
わ  

ま
こ
と

ha

ha
ha

　令和３年度、すでに森林の様相を呈するなど農業上の利用の増進を図ることが見込まれない農地の所有者に対
し、非農地の事前通知を送付、農業委員会総会で審議し「非農地通知」を発出しました。これに加えて地目変更
について同意が得られた地番について、農業委員会が市に対し申し出を行い法務局での地目変更をしました。
　山林化しているエリアについて町会や生産組合等で範囲を決め、話し合いを行い農地から除外しても支障がな
いと判断した時は、農業委員、農地利用最適化推進委員及び農業委員会事務局にご相談ください。ただし、「地
目変更」すると農業に関連する補助金の活用はできなくなりますのでご注意ください。
　このほか、平野部の農用地区域内農地（農業振興地域の青地）については「守るべき農地」であるため、荒廃
していても対象外となります。また、違反転用行為によるものは対象外となっています。
　個別に申請される場合は非農地証明願の申請により農地か否かを確認し、証明書を発行しますのでお問合わせ
ください。

農業委員会 法務局 市税務課

地番と
現況を確認 受領

※申出

同意書 ※異議等の申出が無い場合は非農地として了承を得たもの
　とし、非農地通知を発出します

①
非
農
地
の

　

事
前
通
知
を
発
送

所
有
者
等

②
非
農
地
通
知
の

　

発
出

（
地
目
変
更
の
同
意
書

の
送
付
）

③
市
に
地
目
変
更

　

を
申
出

⑤
登
記
の
地
目
変
更

翌
年
か
ら
変
更
後
の

地
目
で
課
税

市税務課

④
市
が
法
務
局
に
申
出

「非農地判断」を進めています



女
性
農
業
委
員
の
活
動

「
能
登
野
菜
と
地
元
食
材
」

の
レ
シ
ピ
集
完
成
! !

　
皆
さ
ん
の
食
卓
に
並
ぶ
、
能
登
白
ネ
ギ
や
中
島
菜

な
ど
の
「
能
登
野
菜
」
や
地
元
の
食
材
は
ど
れ
だ
け

あ
り
ま
す
か
？

　
昨
年
「
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援
事
業
」
の
補
助
金
を
申
請
し
、
能
登
野
菜
や

地
元
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
の
レ
シ
ピ
を
考
案
。
つ
い
に
レ
シ
ピ
集
が
完

成
！
今
回
は
金
沢
学
院
短
期
大
学
食
物
栄
養
学
科
と
七
尾
東
雲
高
校
の
生
徒
さ
ん
や
先
生
、

市
内
の
農
業
者
の
方
々
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
毎
日
の
食
事
を
き
ち
ん
と
考
え
る
こ
と
は
農
地
や
食
材
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

未
来
を
守
り
、
地
域
を
守
り
、
私
た
ち
の
未
来
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
レ
シ
ピ
集
を
周
知
す
る
こ
と
で
、
お
い
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
が
人

を
笑
顔
に
し
、
豊
か
な
会
話
の

時
間
と
食
卓
に
な
る
こ
と
が
み

な
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
皆
さ
ん

に
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
参
加
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
能
登
野
菜
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
て
「
お
い
し
く
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
」

３

農業委員の紹介新

　農業委員の欠員によ
り、令和4年3月25日
付で新たに岡﨑　康氏
が農業委員に任命され
ました。

　令和3年度は成獣297頭、幼獣146頭、計443頭で
した。前年度と比べ54.1%減（半分以下）の捕獲数と
なっています。
　猟銃免許を取得して有害捕獲隊員に
なりませんか。

地域農業での担い手育成の環境づくりに努
めたいと思います。

中島町崎山、中島町奥吉田、中島町河崎、
中島町豊田町、中島町豊田、中島町土川、
中島町外原

イノシシ有害捕獲数調べ
（七尾市管内）

イノシシ有害捕獲数調べ
（七尾市管内）

抱負

担当地区

成獣：80 ㎝以上
幼獣：80 ㎝未満
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【お問合せ】 農林水産課鳥獣被害対策室 ☎５３－８４２２

令和 3年 4月～令和 4 年 3月末

トマトカレー
　トマトジュースと能登かぼちゃや
能登長なす、青パパイヤなど季節の
食材で！

橋
本
　
良
子

これからの季節に！



編集後記

４

　世の中、新型コロナやロシアのウクライナ侵攻と大
変な情勢となっています。ロシアのウクライナ侵攻の影
響はガソリン類の値上がりに直結し、農業経営者にも
少なからず痛手となっています。
　このような世上ではありますが、今年も農作業の季
節を迎えました。皆様も農作業時はもとより、自動車
等の事故にも十分気を付けてお過ごしください。

お問い合わせ、お申込みは農業委員会へ　
☎ ５３－８４４０　　FAX ５2－７７６５

田（水稲）の部

作業別

育苗（稚苗）

耕起から代かきまで

　耕起

　代かき

機械田植え（苗代別）

機械刈取（コンバイン）

刈取から乾燥・調整まで

8,900 

16,000 

7,600 

8,200 

8,000 

20,300 

33,600 

7,600 

15,800 

7,700 

8,100 

8,700 

21,000 

34,200 

10,000 

16,300 

7,400 

8,200 

7,200 

19,500 

32,800 

7,800 

16,000 

7,300 

8,700 

8,300 

20,400 

33,500 

7,200 

15,000 

7,000 

8,200 

8,900 

20,700 

33,400 

8,500 

17,000 

7,600 

9,200 

7,600 

20,000 

33,500 

個人農家

県 加賀 能登

生産組織等

県 加賀 能登

単位：円／10a当たり

※令和4年3月石川県農業会議所資料抜粋

地域名

旧七尾市

旧田鶴浜町

旧中島町

旧能登島町

4,900 

5,800 

4,900 

―  　

5,000 

10,000 

7,000 

―  　

2,000 

5,000 

2,500 

―  　

652

102

56

― 

平均値 最高額 最低額 データ数

単位：円（筆） 畑の部
地域名

旧七尾市

旧田鶴浜町

旧中島町

旧能登島町

―  　

―  　

5,300 

5,800 

―  　

―  　

6,000 

7,000 

―  　

―  　

5,000 

5,000 

―  

―  

7

83

平均値 最高額 最低額 データ数

単位：円（筆）

農業委員会申請事務処理件数

区　　　　分

農地法３条（所有権及び利用権）

農業経営基盤強化法（利用権）

農地法第４条（農地転用）

農地法第５条（権利移動を伴う農地転用）

31

352

11

65

68,198.99

1,043,552.47

3,007.19

32,460.66

件数 面積（㎡）

令和３年１月～令和３年１２月末

※１　振農用地（青地）及び農振農用地外（白地）を合わせたデータです。
※２　物納支給（水稲）としている場合は、玄米３０kg当たり５,０００円に換算しています。
※３　金額は算出結果を四捨五入し１００円単位としています。
※４　賃借料金の発生していないものについては含まれていません。

令和３年１月から令和３年１２月までに締結（公告）された賃借料水準（１０a当たり）は記のとおりです。

編集委員長 長田・編集委員一同

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱい
◆発行日　毎週金曜日
◆購読料　一カ月700 円　年額 8,400 円

を購読
しましょう！

３つの要件を満たせばどなたでも加入できます！

◆加入資格
　６０歳未満
国民年金第１号被保険者
年間 60日以上農業従事

　税制面の優遇措置や終身年
金で80歳までの保障付きな
ど様々なメリットがあります。
　お気軽にご相談ください。

国が支
える

国が支
える

安心が
大きく

なる
安心が

大きく
なる

農 業 者 年 金
[愛称]

担い 手 積立年金


